
1 0

1 0 0 1

0 0
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Start No. Start No.

✔ 1 1

✔ 3 ✔ 3

✔ 5 8 4

✔ 6 ✔ 5

✔ 7 ✔ 7

✔ 8 6 8

✔ 10 ✔ 9

4 11 ✔ 11

6 12 ✔ 12

✔ 13 5 13

✔ 14 ✔ 17

✔ 15 3 18

4 16 ✔ 19

✔ 17 ✔ 20

18 ✔ 24

6 19 ✔ 26

7 20 27

6 21 3 30

Country Min Action Country Min Action

JPN 13 FG

AUS 53 FG

3 4

7 7

記載責任者：長谷部謙二

校閲：監督　永井　祐司

日本 オーストラリア
PC数

シュート数

中　島　史　恵 1-0

PARKER	
 Georgie 1-1

UMPIRE MIAO	
 Lin(CHN) UMPIRE KIM	
 Yoon	
 Seon(KOR)

Name Score Name Score

河　村　元　美 STEWART	
 Grace

監督 永　井　祐　司 監督 COMMENS	
 Adan

三　橋　亜　記

GKLYNCH	
 Rachael

永　井　葉　月

湯　田　葉　月

SMITH	
 Emily

GK WILLIAMS	
 Mariah

PARKER	
 Georgie

SLATTERY	
 Kathryn

BONE	
 Edwine

MORGAN	
 Georgina

野　村　香　奈

CLAXTON	
 Jane

永　井　友　理

阪　口　真　紀

中　川　未由希

GK

中　島　史　恵

BLYTH	
 Madonna C

真　野　由佳梨

C FLANAGAN	
 Anna

及　川　　栞

NELSON	
 Ashleigh

McMAHON	
 Karri

浅　井　悠　由

西　村　綾　加

小　野　真由美 PERIS	
 Brooke

KENNY	
 Jodie

柴　田　あかね

日　本 2Q

浅　野　祥　代 GK NANCE	
 Gabrielle

Name 備考 Name 備考

Country RESULT Country

1Q -

Hawke's	
 Bay	
 Cup	
 2016(NZL)

大会名 Hawke's	
 Bay	
 Cup	
 2016

試	
 	
 	
 	
 合 第１戦 通算結果 日本１分

場　　所 Hastings(NZL)

WELLS	
 Ashlee

日	
 	
 	
 	
 付 2016/4/2

天	
 	
 	
 	
 	
 	
 候 晴れ

- オーストラリア

SABLOWSKI	
 Casey

大　家　涼　子

清　水　美　並

JPN 3Q - AUS

4Q -



Hawke’s	
 Bay	
 Cup	
 2016(NZL)	
 
	
 

2016.4.2	
 13:00～	
 

1-0	
 
	
 日本	
 １	
 0-0	
 １	
 オーストラリア	
 

0-0	
 
0-1	
 

2 日よりニュージーランドで Hawke's	
 Bay	
 Cup	
 2016(NZL)が開催された。この大会は、オース
トラリア、ニュージーランド、アイルランド、カナダ、中国、韓国、日本、インドの 8 ヵ国が参
加し開催された。日本にとってはランキング上位国を相手に、どのように戦うことができるか。
そして、リオデジャネイロ・オリンピックに向けての強化としても絶好の機会であり、上位進出
を目指している。	
 
	
 １Ｑ	
 オーストラリアのセンターパスにより試合が開始された。立ち上がり１分、相手のミス
からチャンスを迎える。相手コートからのＦＨを、永井友からサークルトップへノーマークで走
り込んできた三橋にボールが渡る。このチャンスを活かしたい先制点を奪いたい日本であったが
オーストラリアの体をはった守備に決めることができない。オーストラリアは素早くパスを回し
日本のプレッシャーを回避しよう試みるが、容赦なくプレッシャーをかける日本に、ミスを連発
する。3 分、左側から柴田が持ち込みチャンスを迎えるが LC に逃げられる。8 分、自陣で奪った
ボールがカウンターとなり最後は河村がシュート。そのリバウンドボールを清水、中川、河村と
素早くまわしシュートするが枠を捉えることができない。9 分、永井葉からのパスを西村がダイ
レクトで逆サイドの湯田にボールをつながる。このまま湯田がドリブルでサークル内へ持ち込む
がこれも決まらない。12 分、自陣からのボールを奪われ決定的なピンチを迎えるが、ＧＫ浅野の
ファインプレーで得点を許さない。13 分、ＢＨのボールを小野がスクープで相手コートに落とす
と、中島がこれに反応しＧＫと 1 対１を迎える。きれいにＧＫの頭を越すシュートで日本が先制
した。終了間際にオーストラリアは日本陣地で激しくプレッシャーをかけてくるが、日本は素早
いパスワークで突破し相手に攻め込む隙を与えず終了。 
	
 	
 
２Ｑ	
 オーストラリアは、サイドチェンジからコートを大きく使いチャンスを伺う。23 分、ア

ウトレットからのボールを奪われると、右側から崩されシュートされるが大きく枠を外れる。25
分、自陣から相手ボールのＦＨをカットすると、三橋が 40M 間ドリブルで引っ張り、後ろから上
がってきた湯田へパス、湯田がドリブルで持ち込みＰＣを取得する。このチャンスを活かしたい
日本は変化をかけて小野から得点を狙うが再びＰＣとなる。何とか追加点が欲しい日本であるが、
及川のシュートもＧＫに阻まれ得点が奪えない。その後も、自陣からのカウンターでサークル内
まで進入するが、最後のところが決まらず前半を終了する。	
 
	
 
	
 ３Ｑ	
 日本のセンターパスより後半が開始される。お互いに一進一退の攻防が続き中盤でのか
けひきが続く、時折、お互いにサークル内へ進入するものの最終場面でのミスが目立つ。オース
トラリアはサイドハーフを高く上げ、日本がプレスを仕掛けられにように組み立てる。これに対
し、日本も守備陣形を整え全員で対応しながらカウンターに備える。39 分、相手が反則したボー
ルから素早くカウンターを仕掛けるが、逆に奪われピンチになりかけたが西村の粘り強い守備で
切り抜ける。43 分、オーストラリアにＰＣを奪われる。このシュートをＧＫ浅野がスティックで
セーブするが再びＰＣとなる。連続 3 回目のＰＣとなるが、このドラッグシュートも浅野が守り
ピンチを凌いだ。45 分、サークル内へ打ち込まれたボールをゴール前でタッチされヒヤッとした
がボールはゴールの枠を捉えることなくそれていった。	
 
	
 
	
 ４Ｑ	
 46 分、中島が相手の激しいコンタクトに耐えながらボールを持ち込みセンタリング。こ
のボールに対し、三橋がスライディングでシュート。決まったかに思われたがＧＫにセーブされ
る。53 分、自陣からのアウトレットをひっかけられ、ゴール前まで持ち込まれる。このプレーを
浅野が一度は止めるが、クリアーしたボールを拾われ押し込まれ同点にされる。54 分ライト側か
ら真野が崩し、永井葉に渡りシュートするがＧＫに止められる。これがリバウンドとなり、中島
がまわり込んで中央へ流すが、バウンドボールに合わしきれず決定的な場面を決めることができ
ない。55 分にも中島がシュートするが追加点が奪えない。56 分、相手コートでインターセプト
したボールからカウンターを仕掛け、中島がサークル内へ持ち込みラストパス。このパスに永井
友が反応するがゴール前で倒されＰＣとなる。しかし、このチャンスも決めれず、逆に 58 分に
ＰＣを奪われる。どうしても決めたいオーストラリアは、ドラッグで右下へシュートするが、Ｇ
Ｋ浅野の好セーブでピンチを凌ぎ、１対１の引き分けで終了した。2006 年のワールドカップ以来、
公式戦ではオーストラリアとは 10 年ぶりの引き分けとなった。	
 


